資料２
青少年モニターアンケート結果について

	＜調査対象＞　青少年モニター１２５名（男性６１名，女性６４名）

＜調査方法＞　アンケート用紙への記入方式（郵送）

＜調査期間＞　平成２４年１０月３１日（水）～１１月２０日（火）

＜回収状況＞　２２名（男性９名，女性１３名）【回収率１７．６％】


問１　回答者（２２名）の属性について

　１　性別

	性　別
	人数
	％

	男　性
	９名
	４０．９

	女　性
	１３名
	５９．１


　
　２　年齢

	年　齢
	人数
	％

	～１９歳
	４名
	１８．２

	２０～２４歳
	１０名
	４５．５

	２５～２９歳
	６名
	２７．３

	３０歳
	２名
	９．１


　
　３　職業など
	職業など
	人数
	％

	高校生
	１名
	４．５

	大学生
	９名
	４０．９

	大学院生
	２名
	９．１

	専門学校生
	１名
	４．５

	社会人
	９名（注）
	４０．９


　　　（注）社会人の職業の詳細
　　　　　　会社員：３名，パート又はアルバイト：１名，その他：３名，不明：３名

　
　４　関心分野（複数回答可）
	分　野
	％
	分　野
	％
	分　野
	％

	環境
	３１．８
	経済・雇用
	３６．４
	景観・建築
	１８．２

	福祉・保健
	５９．１
	教育
	５９．１
	まちづくり・都市計画
	６３．６

	芸術文化・スポーツ
	５４．５
	地方自治
	４５．５
	土木
	０

	観光・産業
	３１．８
	国際関係
	２２．７
	防災
	１８．２


問２　あなたが青少年モニターになった理由は何ですか。（複数回答可）
	理　由
	人数
	％

	１　京都市政や社会を今よりよくしたいから
	６
	２７．３

	２　今の市政や社会に不満があるから
	４
	１８．２

	３　自分の意見を生かしてほしいから
	４
	１８．２

	４　若い世代の意見を生かしてほしいから
	７
	３１．８

	５　新しい仲間を増やしたいから
	１
	４．５

	６　おもしろそうだから
	８
	３６．４

	７　家族にすすめられたから
	１
	４．５

	８　中学校・高校の先生や大学の教員にすすめられたから
	０
	０

	９　友人や知り合いにすすめられたから
	１１
	５０．０

	10　将来に役立ちそうだから
	４
	１８．２

	11　その他（注）
	３
	１３．６


（注）①　大学進学で京都での下宿をはじめ，京都市のことを深く知りたいと思ったから

　　　②　若者に対する京都市の姿勢が知りたかったから

　　　③　昨年も参加したから
　⇒　「友人や知り合いにすすめられたから」が５割，「おもしろそうだから」が４割弱
問３　あなたは青少年モニターを何で知りましたか。（複数回答可）
	情報入手の手段
	人数
	％

	１　京都市のホームページ（「京都市情報館」）
	４
	１８．２

	２　区役所等の窓口
	０
	０

	３　新聞
	１
	４．５

	４　インターネット（京都市以外のホームページ，ブログ，ツイッター，フェイスブックなど）
	５
	２２．７

	５　家族からの口コミ
	１
	４．５

	６　中学校・高校の先生や大学の教員からの口コミ
	０
	０

	７　友人や知り合いからの口コミ
	９
	４０．９

	８　青少年活動センター・市民活動センターの窓口・掲示物・案内など
	７
	３１．８

	９　その他（注）
	２
	９．１


（注）①　大学ボランティアセンターのＭＬ
　　　②　昨年も青少年モニターをやっていたので，京都市から案内が届いた

　⇒　「友人や知り合いからの口コミ」が４割強，「青少年活動センター・市民活動センタ

　　ーの窓口・掲示物・案内など」が３割強，「インターネット（京都市以外のホームペー

　　ジ，ブログ，ツイッター，フェイスブックなど）」が２割強
問４　京都市では，市民の皆さんの市政に対する理解を深めたり，意見を市政に反映したり

　するために，次のような取組を行っています。あなたは，これらの取組に参加したことが

　ありますか。また，知っていますか。（取組ごとに，○はひとつ）

	京都市の取組
	参加した

ことがある
	参加した

ことはないが

知っている
	知らない

	
	人数
	％
	人数
	％
	人数
	％

	市長への手紙
	０
	０
	６
	27.3
	１６
	72.7

	提案，アイデア，名称・愛称等の募集
	２
	9.1
	１３
	59.1
	７
	31.8

	審議会等の公募委員への応募
	２
	9.1
	７
	31.8
	１３
	59.1

	審議会等の傍聴
	０
	０
	９
	40.9
	１２
	54.5

	市民参加型フォーラム
	２
	9.1
	９
	40.9
	１１
	50.0

	ワークショップ
	４
	18.2
	１３
	59.1
	５
	22.7

	パブリック・コメント
	３
	13.6
	１１
	50.0
	８
	36.4

	市が行う地元への説明会
	１
	4.5
	１０
	45.5
	１１
	50.0


⇒　参加又は知っている取組の上位は「提案，アイデア，名称・愛称等の募集」，「ワーク

　ショップ」，「パブリック・コメント」
問５　問４の取組に参加したきっかけや理由を教えてください。（問４で，１つでも参加し
　たことがあると答えた方が回答）
	①　知人に勧められたから

②　興味があったから

③　自分の知識として必要だと思ったから

④　大学生活を楽しく過ごさせてくれた京都に少しでも貢献したいと思ったから
⑤　（パブリック・コメント参加者）

　・　市営保育所の民営化について納得がいかなかったため
　・　ユースサービス協会の企画として，ユースアクションプランのパブリックコメン

　　トが行われていたため

　・　市民活動センターで，京都マラソンのパブコメ募集のチラシを見たため


問６　問４の取組を何で知りましたか。（問４で，１つでも参加したことがある又は参加し　

　たことはないが知っていると答えた方が回答）（複数回答可）

	情報入手の手段
	人数
	％

	１　市民しんぶん
	１０
	４５．５

	２　京都市のホームページ（「京都市情報館」）
	５
	２２．７

	３　市広報板
	３
	１３．６

	４　区役所等の窓口
	１
	４．５

	５　市バス・地下鉄のポスター等の掲示物
	５
	２２．７

	６　ラジオ・テレビでの市広報番組
	１
	４．５

	７　自治会・町内会の会合やニュース（回覧板含む）
	０
	０

	８　新聞
	２
	９．１

	９　ラジオ・テレビ（市広報番組以外）
	１
	４．５

	10　インターネット（京都市以外のホームページ，ブログ，ツイッター，フェイスブックなど）
	３
	１３．６

	11　家族からの口コミ
	０
	０

	12　中学校・高校の先生や大学の教員からの口コミ
	１
	４．５

	13　友人や知り合いからの口コミ
	７
	３１．８

	14　青少年活動センター・市民活動センターの窓口・掲示物・案内など
	７
	３１．８


⇒　「市民しんぶん」が４割強，「友人や知り合いからの口コミ」と「青少年活動センター・

　市民活動センターの窓口・掲示物・案内など」がそれぞれ３割強
問７　あなたは，関心のある分野で，市政に参加する場合，どのような方法なら参加したい
　と思いますか。また，現在取り組んでいない方法についても提案があれば，その他の欄に
　記入してください。（複数回答可）

	参加したい方法
	人数
	％

	１　アンケート調査に回答する。（青少年モニター以外）
	１８
	８１．８

	２　モニターとして参加する。（青少年モニター以外）
	１１
	５０．０

	３　「市長への手紙」により意見を表明する。
	１
	４．５

	４　アイデア，名称・愛称等を提案する。
	８
	３６．４

	５　審議会等の委員として意見を表明する。
	６
	２７．３

	６　審議会等の議論を傍聴する。
	２
	９．１

	７　市民参加型のフォーラムに出席する。
	８
	３６．４

	８　ワークショップに参加する。
	１２
	５４．５

	９　パブリック・コメントにより意見を提出する。
	６
	２７．３

	10　市が行う地元説明会に出席する。
	６
	２７．３

	11　市が主催するイベント等に協力する。
	８
	３６．４

	12　インターネット上で意見を表明する。
	６
	２７．３

	13　町内会・自治会や市民団体の活動を通じて参加する。
	８
	３６．４

	14　その他（大学のゼミから市に対して提言する。）
	１
	４．５


　⇒　「アンケート調査に回答する。」が８割強，「モニターとして参加する。」，「ワークシ
　　ョップに参加する。」がそれぞれ５割以上
問８　あなたが，関心のある分野であっても市政に参加しにくい事情がある場合は，その事
　情を教えてください。（複数回答可）

	参加しにくい事情
	人数
	％

	１　参加する時間がない（忙しい）
	１２
	５４．５

	２　参加する時間が合わない
	１５
	６８．２

	３　参加のテーマが自分にとっての課題でない
	４
	１８．２

	４　一緒に参加する仲間がいない
	７
	３１．８

	５　内容が難しい
	２
	９．１

	６　市政に興味がない・気が進まない
	０
	０

	７　参加の方法がわからない
	１
	４．５

	８　参加についての情報がない
	９
	４０．９

	９　その他（注）
	３
	１３．６


　（注）
　　①　仕事以外の時間に参加できるものであり，なおかつ，休みの時間を費やしてでも行

　　　きたいと思えるだけのテーマでないと，なかなか参加できない。そもそも，根本的に，　

　　　参加情報を知らなければ参加できない。
　　②　自分の意見が反映されると思えないから
　　③　人数制限などにより応募しても参加させてもらえないことがある。
　⇒　「参加する時間が合わない」が７割弱，「参加する時間がない（忙しい）」が５割強，

　　「参加についての情報がない」が４割強
問９　あなたは，この３年間に，次のような地域や社会をよりよくするための活動に参加し

　たことがありますか。（複数回答可）

	参加したことがある活動
	人数
	％

	１　お祭りなどの地域の伝統行事
	１２
	５４．５

	２　地域の清掃・緑化活動など，環境保護やリサイクルに関する活動
	６
	２７．３

	３　地域の避難訓練や防災活動
	４
	１８．２

	４　高齢者や障がい者を支援する活動
	６
	２７．３

	５　子どもを見守る活動
	６
	２７．３

	６　地域を活性化するための活動
	１２
	５０．０

	７　募金活動や献血
	９
	４０．９

	８　その他
	０
	０

	９　参加したことはない
	２
	９．１


　⇒　「お祭りなどの地域の伝統行事」，「地域を活性化するための活動」がそれぞれ５割
　　以上
問10　問９の活動に参加したきっかけや理由を教えてください。（問９で，１つでも参加

　したことがあると答えた方が回答）

	①　興味があったから，楽しそうだったから

②　何らかの形で自分にできることをしたかったから

③　社会や地域の役に立ちたかったから

④　大学のボランティアセンターやＮＰＯ，友人などから情報を得，その紹介で

⑤　大学の授業や仕事の一環で，町内会などの役で


　⇒　多くの方が，自主的に活動に参加
問11　青少年モニターになっての感想や，青少年がより気軽に，市政や社会を良くするた

　めの活動に参加しやすくなるためのアイディア等がございましたら，自由に記入してくだ

　さい。
	＜青少年モニターになっての感想＞
①　青少年モニターは１００名程度いると聞いていたが，ワークショップ参加者は驚く

　ほど少なかった。実際，どんな感じだったのか，写真や映像がもっと表に出れば，少

　しは参加する人も増えるのではないか。
②　青少年モニターのワークショップに参加してみて，思っていたよりも人数が少ない
　と感じた。もっと大学等に強く広報を呼び掛けることで，興味・関心が強い大学生の
　募集も増えるのではないかと感じた。

③　アンケートの回答を通じて，京都市政の問題に自分も取り組めているという実感が

　あり，充実したものだと思う。
④　なかなか集まって話す場には参加できないが，アンケートという形でも何かに加わ

　れているという実感がもてて嬉しい。フェイスブックなどでもページがあれば，青少
　年にとっては身近になるのではないかと思う。

⑤　青少年モニターについてはイマイチ成果が見えない（どう意見が反映されているの

　かがわからない）。紙媒体アンケートでは回収率が悪くなるはず。
⑥　ワークショップは，時間が合わず，ハードルが高い。気軽に参加できるウェブ上で

　の取組が参加しやすいと思う。
⑦　ワークショップ・アンケートともに時期が集中している感じがあり，年間を通じた

　活動になっていない。また，ワークショップの参加者は大学生がほとんどで，中高生

　と社会人が少ないので，参加者が増えるよう，ワークショップの選択肢を増やした方

　がよい。



	＜青少年がより気軽に参加しやすくなるためのアイディア＞
①　インターネットの見出し（トップページ）で，「参加自由！」とか「市民の方へ，ア

　イディア募集」などと大きく表示するべきでは。また，アンケートや何かイベント等

　に参加したら，何かもらえる（ボールペンなどの文房具でもいい）ものがあると，お

　得な感じがして参加しやすいのではないか。

②　入ってくる情報が少なすぎると思う。こうした活動に興味のない人の元にも，「こん

　な活動ありますよ」と伝えられるとよい。街頭・街中での広告がもっと必要では。

③　大学生は時間もあってこうした活動に参加しやすいと思うので，大学での広報活動

　を積極的にしてみては。

④　若者の参加を促すために，中・高・大学に出張したり，成人式を活用したりするの

　はどうか。

⑤　市政や社会への参加を増やすためには，この人のこういう意見がこういう影響を与

　えましたということがもっと見えるようにするべきだと思う。

⑥　青少年の中でも大学生は地方から来た人も多く，就職先次第では京都市民でなくな

　る。その就職が決まるまでは，就職活動で忙しく時間的な余裕がないし，決まってか
　らは，学生生活を楽しむことに時間を費やす。つまり，「自分は京都市民だ」というア
　イデンティティがない人たちにとっては，市政などどうでもよい。


